
２０２３年４月１２日 
 代表取締役 藤本 光宣 

 当社は、SDGsの達成に向けて、後述の取組を含む社内外に好循環を生み出す取組を推進し、PDCA
（計画-実行-評価-改善）サイクルに沿った継続的な取組およびその改善を、ここに宣言します。 

人権・労働 

取組テーマ： 

＜具体的な取組内容＞ 

 

＜関連のあるゴール＞ 

環境 

取組テーマ： 環境負荷の軽減 

事業活動を維持していく上で、環境負荷軽減への取り組み
を実施し、持続可能な社会への貢献を目指します。 

 
＜具体的な取組内容＞ 

 廃棄物、リサイクル原料を主成分とした製品の開発 
 （１種/２年） 
 作業性向上へ向けた製品開発（随時） 
 鉄道便、帰り便の活用によるCO2の削減（随時） 

＜関連のあるゴール＞ 

製品・サービス 

取組テーマ： サーキュラーエコノミーの構築 

1.廃棄物と汚染を生み出さない設計  2.製品と原料の循環  3.製品の回収・再原料化 
  

＜具体的な取組内容＞ 

 1.廃棄物と汚染を生み出さない設計   2.製品と原料の循環     3.製品の回収・再原料化  
 上記、３原則に伴い、循環型経済に貢献します 
 自社製品「スーパータイト」の現場で発生した端材を回収し、再製品化する完全リサイクルを推進します 
 製造工程で発生した端材を再利用し、廃棄物削減を推進します 
 リサイクル原料を模索し、廃棄物を原料にシフトする製品の開発を推進します       

＜関連のあるゴール＞ 

内部管理・組織体制 

取組テーマ： 

＜具体的な取組内容＞ 

 

＜関連のあるゴール＞ 

社会貢献・地域貢献 

取組テーマ： 地域経済の発展 

地域発生原料をメインに製品製造・開発に取り組み、 
地域経済の更なる発展に貢献します。 

 
＜具体的な取組内容＞ 

 主原料に周辺地域発生材を使用し、地域発展と廃棄物削減に
努める 

 周辺地域で発生する廃棄物を主原料とした製品の企画・開発
の推進を行います 

 周辺地域からの雇用を積極的に推進します 
 資源豊かな瀬戸内海の再建を目指し、放流事業に貢献します 

＜関連のあるゴール＞ 


